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1997 年   児童福祉法改正  
      「保育に関する相談に応じ、助言を行うこと」が 
“努力義務”に (第 48 条の２) 
 
2000 年   保育所保育指針改訂 
       保護者に対する子育て支援・助言指導に対して“積極的な取り組み” 
が求められた 
 
2003 年   児童福祉法改正 
      「保護者への保育に関する指導」を 
      保育士の“業務”として新たに追加 
 
2008 年   保育所保育指針 第 3 次改訂 







































がソーシャルワークも担わざるをえない状況が作り出されているのである。     
 
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































年の改訂以降である(表１－１参照)。「第 13 章 保育所における子育て支援及び職員の
研修など」の項に、相談援助実践の必要性や、ソーシャルワーク理論を用いたコミュニ




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































第２節 保育士養成カリキュラムにおける「保護者支援」「保育ソーシャルワーク」の   
位置づけ 
１． 保育士養成カリキュラムにおける「保護者支援」の位置づけ 
 保護者支援の概念が出現した 1990 年代以降、保育士が新たに担うことになった役割




目が設けられた。     


















る。   
一方で、保護者支援の概念が出現し始めた 1990年代以降、保護者支援を行う際に用い





ら「社会福祉援助技術」(2 単位 90 時間)に科目名を変更している。続く 2011 年の改訂
では、保育との関連で相談援助の内容について学ぶことが重要であるとして、「相談援助」














































































をキーワード検索した結果、2016(平成 28)年 11 月 1 日時点で 322 件が該当した。 
論文・研究ノートに分類できない 79 件を除いた 243 件について、タイトルに用いら
れているキーワードから概観したところ、保護者支援に関する論文で一番多かったのは
「障害」をテーマにしたものであり、101 件で全体の 42%を占めた。次に「保育」が 62





















たところ、53 件が該当した。その中から論文や研究ノートでない 11 件を除外した 42
件の内訳と発行年については、表 1－４、図 1－2 の通りである。  
前項と同じく、特定の対象者やテーマが取り上げられているほか、養成教育に関する
ものや文献レビューなども見られる。2004 年と 2007 年の各 1 件を除き、保育所保育指




















































































































































































































































































































































































































































































































































をキーワード検索した結果、2016(平成 28)年 11 月 1 日時点で 118 件が該当した。論文・
研究ノートに分類できない 15 件を除いた 103 件について、タイトルに用いられている
キーワードから概観したところ、保育ソーシャルワークに関する論文で一番多かったの
は「養成教育・現任教育」をテーマにしたものであり、21 件で全体の 20%を占めた。








































　 文献名 著者 雑誌名、巻、号 発行年












佛教福祉学 (13), 71-81, 2005
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  図１－５から、論文発表の時期により、視点や論点に一定の共通項が見えてきた。 
 
















2000年ごろ 2004年ごろ 2008年ごろ 2012年ごろ 現在





山本(2000) 今堀(2005) 鶴(2006) 千葉ら(2007)
　 福田ら(2005) 伊藤ら(2007) 宮里(2008)













































































章 章タイトル 節タイトル 項タイトル 内容
① 第3章 保育の内容 保育のねらい及び内容 生命の維持 ケアワーク
② 第3章 保育の内容 教育に関わるねらい及び内容 言葉 ケアワーク


































































論文の発行年と件数を見ると(図 2―1 参照)、30 年以上前の 1982 年以来現在に至るま
で、平均して年に 1.9 件の割合で研究が行われており、保育領域において、いかに連絡
帳業務が長らく保育実践の一つとして根付いてきたかがわかる。2015 年は平均件数の 3
倍以上である 7 件と増加しており、理由については後述する。 





 「保育」「連絡帳」のキーワード検索にて該当した 40 件のうち、論文や研究ノートに
分類できない 10 件を除いた 30 件について、論文タイトルから研究内容を概観したとこ
ろ、図 2―2 の通りとなった。 
 
図 2―2 保育領域における連絡帳研究の内訳 (筆者作成) 
 




マにより連絡帳を捉えた研究が各 2 件、連絡帳の歴史を取り上げた研究が 1 件と続いた。 
 
３．保育士―保護者間の関係性に焦点化した研究 
 本研究と同じく、保育士―保護者間の関係性に焦点化した 9 件の論文一覧については
表 2―4 に示した。さらに、各論文の連絡帳に対する捉え方、研究目的、研究方法、結


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































      管理職(園長・主任)及び連絡帳の記入を行っている保育士の計 60 人     
                                   (回収率 88.8%) 
調査方法：質問紙を各施設に郵送し、回答終了後、施設ごとに返信を依頼した。 
調査期間：2014(平成 26)年 8 月 27 日～9 月 14 日 
調査項目：①基本属性に関する項目   
       勤務形態、資格の取得ルート、キャリア年数、年齢、子育て経験ほか 
      ②連絡帳の記入に関する項目  
       記入冊数、時間、内容、記入のしやすさ、しにくさ、保護者の悩み発見の
有無、対応方法、保護者支援のツールとしての連絡帳の有用性、連絡帳を
通じて実践が可能なソーシャルワーク機能ほか 
           ③保護者とのコミュニケーションに関する項目 
























 保護者とのコミュニケーションについては図 3－1 の通りである。 
「あまりとれていない」「全くとれていない」を合わせると、25.4%となり、保育士・保





　正職員　　　　　 44人 　1年未満 3人 　20〜24歳 5人
　パート職員 10人 　1年以上〜3年未満 6人 　24〜29歳 6人
　その他(派遣、契約) 6人 　3年以上〜5年未満 6人 　30〜34歳 7人
保育資格の取得ルート 　5年以上〜10年未満 10人 　35〜39歳 9人
　短期大学 5人 　10年以上〜 35人 　40〜44歳 10人
　四年制大学 5人 　45〜49歳 11人
　専門学校 13人 子育て経験 　50歳以上 11人
　保育士試験 36人 　あり 29人 　無回答 1人





 1 日あたりの保護者とのコミュニケーションの時間については表 3－2、1 日あたり保
護者とコミュニケーションをとる人数については表 3－3 の通りである。 
コミュニケーションの時間や人数については、表 3－2 を見ると「0 分から 10 分」ま
での回答が全体の 67%を超えている。反対に、表 3－3 ではコミュニケーションの人数































0 2 5.6 0人 1 2.7
1 3 8.3 1人 3 8.1
2 3 8.3 3人 3 8.1
3 8 22.2 4人 2 5.4
5 4 11.1 5人 7 18.9
8 1 2.8 6人 3 8.1
10 3 8.3 8人 2 5.4
15 3 8.3 10人 9 24.3
20 5 13.9 12人 1 2.7
25 1 2.8 13人 2 5.4
30 2 5.6 15人 1 2.7
60 1 2.8 20人 1 2.7
































 保護者とのコミュニケーション手段で最も多く用いる手段については図 3－4 の通り
である。 
 対面でのコミュニケーションが約 6 割を超える一方で、保護者や家庭によっては、結
果的に連絡帳が補助的なツールではなく、メインのコミュニケーション手段となってい




① 1 回あたりの連絡帳の記入冊数と記入時間 
1 回あたりの連絡帳の記入冊数は、表 3－4 の通りであり、平均は 5.47 冊であった。 


















表 3－4、3－5 を見ても明らかであるように、記入冊数は 3 冊から 20 冊、1 回あたり


















3 9 17.6 30 15 30.0
5 9 17.6 40 10 20.0
2 7 13.7 15 8 16.0
4 7 13.7 20 7 14.0
6 6 11.8 60 4 8.0
10 5 9.8 3 2 4.0
7 4 7.8 10 2 4.0
1 1 2.0 5 1 2.0
13 1 2.0 45 1 2.0


































約 2 割を占めていることも明らかになった。 
 
③保護者の悩みや困りごとに気づいたときの対応と具体的な対応方法 
 保護者の悩みや困りごとに気づいた際、「対応する」と 57 人全員の保育士が回答した








































とする回答も約 1 割強見られた。 
 また前述したように、対面でのコミュニケーションに対して「補助的」なコミュニケ





 60 人中 8 人と少数ではあるが、連絡帳に関する自由記述の欄に記述があった。記述内



























































































け、「よくある」4 点、「ある」3 点、「あまりない」2 点、「全くない」1 点の 4 段階で点



































































































項の連絡帳を通じて実際に行っているソーシャルワークと上位 2 項目は同じであった。 















































②役立つと考える反面、実際には役立てられていないという回答が約 1 割あった。 
③保育士は連絡帳に対して、「日常的」「確実」「双方向的」ツールであると様々な 







































































 第２節 研究の概要 
１．調査対象 
（１）分析の対象データ 
大阪府内の民間保育所 A 園において調査の同意を得た、2015(平成 27)年度に在籍する
0 歳児 8 名、1 歳児 16 名、2 歳児７人の合計 31 人を分析対象とした(表４－１参照)。 
データの記録時期は 2015(平成 27)年 4 月 1 日～7 月 30 日の内容としているが、一部 









は「乳児 A」、「乳児 B」、「乳児 C」クラス、3，4，5 歳児は「幼児 A」、「幼児 B」、「幼
児 C」クラスに在籍している。子どもの発達状況に応じてクラス移行を行うシステムを




本調査における調査協力園児の内訳は、乳児 A クラス 7 人(23%)、乳児 B クラス 
16(52%)人、乳児 C クラス 8 人(26%)である。そして第一子が 18 人(58%)、第二子が 
12 人(39%)、第三子が 1 人(3%)となった。育児不安については「高い」18 人(23%)、 
「普通」18 人(58%)、「低い」が 6 人(19%)であった。 
 
（２）A 園について 
 A 園は、大阪のベッドタウンである B 市にある私立の認可保育所である。保育所の周
辺には大きな工場があり、古くから居住する住民がいる一方、近年は大型マンションが
多く建設され、転居してくる子育て世帯が増えている。通園児のほとんどは周辺地域に




 A 園では、「0 歳児クラス」および「乳児クラス」の児童を対象に連絡帳の記入を行っ
ている。連絡帳は、0 歳児クラスおよび乳児クラスの担任が記入し、幼児クラスに移行
となった時点で終了となる。記入は午睡の時間に行われ、0 歳児クラスは 5 人、乳児ク

















   
調査対象園児 年齢 クラス 第何子 親の育児不安
1 0 Ｂ 2 2
2 0 A 1 2
3 0 A 1 3
4 0 B 2 2
5 0 B 1 2
6 0 A 1 1
7 0 B 1 3
8 0 B 2 2
9 1 C 2 2
10 1 C 3 2
11 1 A 2 3
12 1 C 2 2
13 1 A 1 2
14 1 B 1 1
15 1 B 2 2
16 1 C 2 2
17 1 B 2 2
18 1 B 1 2
19 1 C 1 1
20 1 A 1 1
21 1 B 2 3
22 1 C 1 3
23 1 B 1 1
24 1 A 2 2
25 2 B 1 2
26 2 B 1 3
27 2 B 2 2
28 2 C 1 1
29 2 C 1 1
30 2 B 1 2












137.6 文字、1 歳児が 174.6 文字、2 歳児が 166.9 文字であり、一番記述量の多い 1 歳児
と一番記述量の少ない 0 歳児を比較すると約 20%の差が見られた(表４－２、図４－１
参照)。 
     
   
 
 
４月 ５月 ６月 ７月 平均記述量
０歳児平均 142.1 124.9 143.4 140.1 137.6
１歳児平均 173.0 170.3 177.5 175.9 174.2
























どもは 115.3 文字となり、その差は 91.5 文字と大きく異なっていた。 
 
 





４月 ５月 ６月 ７月 平均
A 221 182 200 224 206.8
B 215 219 207 179 205.0
C 196 199 209 185 197.3
D 166 128 119 115 132.0
E 135 116 122 128 125.3















４月 ５月 ６月 ７月 平均










数は 0 歳児クラス 139.8 文字、乳児 A クラス 192.2 文字、乳児 B クラス 169.5 文字、
乳児 C クラス 164.8 文字であった。 
クラス間に平均記述量の差が見られ、一番記述量の多いクラスと少ないクラスでは、







































































































































































































































































































































る。育児不安が高い保護者の平均記述数は 175.7 文字、育児不安が普通の保護者は 159.6







































 連絡帳に書かれている記述内容について把握するため、4 月および 7 月の記述を表４
－７の通りカテゴリー分類した。 

































































































































 4 月から 7 月までの全ての保育士と保護者の記述を対象に、保育士の記述内容に対す
る保護者の応答、そして保護者の記述内容に対して保育者がどの程度応答しているかを
パーセンテージで表したものが表４－10、図４－８である。 












 個別の連絡帳ごとに見た応答率としては表４－11 の通りとなった。 
保育士の応答率は 10.6～58.9％、保護者の応答率は 10.0％～89.8％とかなりの開きが
あることが明らかとなった。 
 保育所では、保護者も記述するよう推奨されているものの、31 人中 20 人(65%)は記
述を行い、11 人(35%)が記述していない。すなわち「応答がない」パターンが約 3 分の
１強も見られたということである。応答がない 11 人のうち、第一子は 4 人(36%)、第二
子は 7 人(約 64%)、第三子 0 人(0%)であった。育児不安については、「高い」が 0 人(0%)、

































1 0 Ｂ 2 2 41.0 20.0
2 0 A 1 2 39.6 20.9
3 0 A 1 3 58.5 23.8
4 0 B 2 2 33.3 66.6
5 0 B 1 2
6 0 A 1 1 38.6 24.5
7 0 B 1 3 51.2 50.6
8 0 B 2 2 35.2 25.3
9 1 C 2 2
10 1 C 3 2 41.1 18.2
11 1 A 2 3
12 1 C 2 2
13 1 A 1 2
14 1 B 1 1 45.4 36.5
15 1 B 2 2 18.0 10.0
16 1 C 2 2 10.6 30.6
17 1 B 2 2
18 1 B 1 2 47.6 39.0
19 1 C 1 1 28.7 50.6
20 1 A 1 1 58.9 37.3
21 1 B 2 3
22 1 C 1 3
23 1 B 1 1 37.9 52.1
24 1 A 2 2
25 2 B 1 2 47.7 21.0
26 2 B 1 3
27 2 B 2 2
28 2 C 1 1 38.9 89.0
29 2 C 1 1 30.9 89.8
30 2 B 1 2 25.0 86.4





































































































































































































































































































(保育士)    
お茶の件ですが、コップを口まで持っていくと、噛むようにですが飲まれています。 

















































































てあげていた H くんでした。優しいですね。 

































































事例 13   


























































































































































































①全体的な応答率は、保育士、保護者ともに、相手の記述への応答は約 3 割である。 
②保育士よりも保護者の方が、応答率はわずかに高い。 





⑥応答のない保護者 11 人のうち、第一子の保護者が 4 人、第二子の保護者が 7 人であ






































































































 調査対象：大阪府内の民間保育園 B に通園する園児の保護者 143 名 
      有効回答 101 名 (回答率 71％) 
調査期間：2013(平成 25)年 2 月 5～19 日 




       ②子育ての不安や困りごとに関する 6 項目 
       育児の不安感の有無、具体的な悩みや困りごとの有無、不安の具体的内
容、育児相談の希望、相談したい相手、実際に相談する相手 
       ③保育士との日常的なコミュニケーションに関する 8 項目 








       ④保育園の育児支援体制に関する 7 項目 

























本アンケート調査の回答者と園児の関係については、母親 96人( 95%)、父親4人( 4%)、






 回答者の年代については、20 歳代が 6 人(5.9%)、30 歳代が 67 人(66.3%)、40 歳代が
28 人(27.7%)と、30 歳代が最も多かった。 
さらに就労形態については、フルタイムが 59 人(58.4%)、パートタイムが 31 人(30.7%)、
その他が 11 人(10.9%)となっている。 
③通園している子どもの年齢と子どもの数 
 通園している子どもの年齢は、0 歳児 3 人(3.0%)、1 歳児 15 人(12.9%)、2 歳児 17 人
(16.4%)、3 歳児 19 人(16.4%)、4 歳児 29 人(25%)、5 歳児 33 人(28.4%)であった。子ど
もの数については、1 人が 79 人(78.2%)、2 人が 22 人(21.8%)であった。 
④保育園の利用年数 
保育園の利用年数は、1 年未満が 18 人(17.8%)、1 年以上 2 年未満が 15 人(14.9%)、2
年以上 3 年未満が 18 人(17.8%)、3 年以上 4 年未満が 11 人(10.9%)、4 年以上 5 年未満
が 11 人(10.9%)、5 年以上が 28 人(27.7%)であった。概ね、前出の園児の年齢と利用年

























 育児に関する不安については、「かなり感じる」8 人(7.9%)、「少し感じる」49 人(48.5%)、





 育児の悩みや困りごとについては、「よくある」8 人(7.9%)、「たまにある」61 人(60.4%)、
「あまりない」29 人(28.7%)、「全くない」2 人(2.0%)であった (図５－３参照)。 





















つけ」37 件、「食事や排泄など生活上のこと」28 件、「子どもへの関わり方」24 件、「教
育」22 件、「仕事との両立」21 人、「発達や成長」20 人、「子どもの対人関係」14 人、
「健康や病気」12 人、「育児サポートに関すること」6 人、「自身の健康問題」4 人、「育

























































































































      
 












 配偶者 41 32.5
 記入者の父母 22 17.5
 記入者の兄弟姉妹 11 8.7
 保育園の友人 10 7.9
 保育園外の友人 18 14.3
 保育園 10 7.9
 子育て相談の専門機関 14 11






 配偶者 46 36.5
 記入者の父母 25 19.8
 記入者の兄弟姉妹 10 7.9
 保育園の友人 11 8.7
 保育園外の友人 24 19
 保育園 8 6.3
 子育て相談の専門機関 2 1.6






















 保育園 6 (60.0%) 4 (40.0%) 10 (100.0%)
 子育て相談の専門機関 2 (14.3%) 12 (85.7%) 14 (100.0%)


















































②1 ヶ月につきコミュニケーションをとる回数、1 回につきコミュニケーションをとる 
 時間 
 担当保育士と保護者がコミュニケーションをとる回数は表５－６の通りである。「0 回」
3 人(3.0%)、「0.5 回」1 人(1.0%)、「1 回」6 人(5.9%)、「2 回」17 人(16.8%)、「3 回」20
人(19.8%)、「4 回」5 人(5.0%)、「5 回」9 人(8.9%)、「6 回」6 人(5.9%)、「8 回」4 人(4.0%)、
「10 回」10 人(10.0%)、「12 回」1 人(1.0%)、「15 回」4 人(4.0%)、「17 回」1 人(1.0%)
であった。 
 表５－７は、コミュニケーションの 1 回あたりの時間である。「0 回」2 人(2.0%)、「1
回」6 人(5.9%)、「2 回」7 人(6.9%)、「3 回」23 人(22.8%)、「4 回」2 人(2.0%)、「5 回」
35 人(34.7%)、「10 回」13 人(12.9%)、「無回答」13 人(12.9%)となった。 
表５－６では、コミュニケーションの回数について、1 ヶ月のうち、1 回も保育士と
関わりを持たない 0 回から、ほぼ毎日に近い頻度でコミュニケーションをとっている 17
回まで、かなりのばらつきが見られる。平均は「月に 3 回」である。「4 回」以下、すな





















      
 





































(64.4%)、「保護者から声をかける」15 人(14.9%)、「両方」19 人(18.8%)、「その他」2 人
(2%)であった(表５－９参照)。またコミュニケーションの内容については、「子どもの園
での様子」95 人(94.1%)、「子どもの家庭での様子」3 人(3.0%)、「その他」3 人(3%)であ
った(表５－10 参照)。 
 
       
 








 登園時 16 14.3
 降園時 88 78.6
 行事のとき 4 3.6
 その他 4 3.6





 両方 19 18.8
 その他 2 2



































登園時 10人(10.2%) 2人(2.0%) 4人(4.1%) 16人(16.3%)
降園時 54人(55.1%) 11人(11.2%) 15人(15.3%) 80人(81.6%)
行事の時 1人(1.0%) 0人(0.0%) 0人(0.0%) 1人(1.0%)
その他 0人(0.0%) 1人(1.0%) 0人(0.0%) 1人(1.0%)




























 保育士に会えない 35 47.3
 時間が足りない 22 29.7
 回数が足りない 9 12.2
 自分の話したいことが話せない 5 6.8
 その他 3 4.1
























16時台 13 2 15
17時台 39 12 51



























0分 0 0 2 2
1分 2 2 2 6
2分 1 5 1 7
3分 3 16 4 23
4分 0 2 0 2
5分 13 17 5 35
10分 5 8 0 13











よくとれている 9 1 0 10
とれている 16 41 1 58
あまりとれていない 2 15 14 31
全くとれていない 0 0 2 2










































































































































































































































































































































































































































































































































た。     





















1)育児不安や悩みを抱えながら、子育てを行っている保護者が少なからず存在する。                
2)育児の悩みや困りごとの中には、子どもに関することだけでなく、保護者自身や育 
児環境など、子育てに関連する問題も広く含まれていた。 
3)育児の悩みを抱えながら、相談しないのではなく、相談できない保護者がいる。                            
4)子育てに関する専門機関へ相談したいというニーズがあるにもかかわらず、実際は相 
談につながっていない。               
5)保育園の場合、タイミングやシチュエーション、さらには保育士のアプローチが、相 
 談の実現を左右している。                 
②保育士―保護者間のコミュニケーションについて 
1)保育士と保護者間の日常的なコミュニケーションは概ね良好であるが、約 3 割の保護


















大きい。   
3)保育士の多忙な勤務状況が、コミュニケーション機会の少なさ、時間の少なさ、内容
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